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9月2日（日）、豊橋市の主催で平成30年度豊橋市総合防災訓練が実施されました。メイン会場の豊橋総合ス
ポーツ公園では、はしご車等を使った地震被災対策訓練が行われました。一方、当事務所はサテライト会場であ
る吉田方小学校の訓練に参加しました。熊本地震の被害や支援活動、今後予想される南海トラフ地震についての
パネル展示と、平成21年に三河港が被災した台風による高潮浸水の記録映像の上映を行いました。

吉田方小校区は地盤の高さが低いこと、また翌週に台風の上陸が予想されていたこともあり来場者の関心が高
く、たくさんの方に熱心に見学頂きました。
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9月9日（日）、豊橋市の前芝中学校にて「前芝校区・保小中合同防災訓
練」が実施されました。

当事務所は、最終避難場所に位置づけられている前芝中学校にて、津波と液
状化のメカニズムについてパネルと模型実験で説明を行いました。

津波の模型実験では、一度の地震で何度も波が来ることに驚かれている様子
でした。液状化の模型実験では、興味津々に覗き込むようにご覧になっていま
した。体験して頂いた方々からは、「波の種類によって性質が全然違うね」、
「液状化が起こると空洞で軽いマンホールは浮き上がるんだね」といった声が
聞かれました。

はしご車を使った訓練の様子
（メイン会場）

パネルによる説明の様子

多くの見学者が訪れた事務所ブース（吉田方小学校会場）

津波と液状化について、地域の皆さんに危険で
あることを再確認して頂き、防災意識の向上につ
なげられたのではないかと思います。

液状化実験の様子津波実験の様子
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8月29日（水）、名城大学の学生を対象とした海洋環境実習を行いました。午前中は当事務所の港湾業務艇
「しおさい」に乗船し、三河湾の水質や底質の状況について、愛知県水産試験場の職員から環境観測の項目や測
定方法の説明を聞き、学生らが実際に測定機器を操作して、三河湾の湾奥部から湾口部までの各地点において観
測しました。また、観測に合わせて、当事務所職員から三河港の荷役について説明を行い、自動車運搬船への積
み込み状況も船上から見ることができました。

三河港湾事務所では、8月27日～９月７日の間、土木工学を学んでいる学生を受け入れ、港湾行政や中部地方
整備局の事業に対する座学を実施するとともに、三河港や衣浦港等の現場や施設の見学をして頂きました。また、
実習を通じて得られた港湾等の知識を活用し、2030年の三河港のあるべき姿はどのようなものかという実習課
題に取り組んで頂きました。

以下、実習生として来ていただいた千賀さんの感想です。

午後からは水産試験場の研修室において、三河湾に生
息するプランクトンを顕微鏡で観察し、その後水産試験
場より三河湾の環境状況についての解説が行われました。
また、当事務所からは三河港が日本を代表する完成自動
車の輸出入拠点であることや、自動車及びコンテナなど
を扱う岸壁施設等の整備と環境改善の取り組みについて
座学を行いました。

学生らに、三河港の重要性や環境に配慮しながら施設
整備を行っていることについて知ってもらう良い機会に
なったのではないかと思います。

現場見学や実習課題などを通して、港湾について様々なことを教えていただきました。幼い頃から三河湾に馴
染みがあり、三河湾のことについて知ったつもりでいましたが、教えていただいたことは知らないことばかりで、
大変興味深かったです。お仕事なさっていることはすべて社会に資するものばかりで、三河地域の幸せにつな
がっていて、あこがれました。知らない間に恩恵を受けていたのだと気づかされました。

皆さんとても親切でいつも気にかけてくれて、おかげで楽しく実習させていただきました。三河港湾事務所で
学ばせていただいたことを、これからの研究や仕事に生かしていきます。いつか僕も人々の役に立つお仕事をし
たいです。

当事務所では、今後も、就業体験実習生の受け入れを積極的に行っていきたいと思います。

実習最終日の報告会の様子実習課題を取り組む様子

研修室での観察の様子

三河港にある港湾技能研修
センターの見学の様子

座学の様子
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